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TEL：092‐482‐5509
九州経済産業局　資源エネルギー環境部　資源エネルギー環境課【お問い合わせ先】

TEL：092‐482‐5509
九州経済産業局　資源エネルギー環境部　資源エネルギー環境課【お問い合わせ先】

TEL：093‐582‐2238
北九州市　環境局　地域エネルギー推進課【お問い合わせ先】

TEL：092-482-5474
九州経済産業局　資源エネルギー環境部　エネルギー対策課【お問い合わせ先】

TEL：092-474-0042　E-Mail:info@k-rip.gr.jp　　担当：嶋田
九州環境エネルギー産業推進機構（K-RIP）【お問い合わせ先】

TEL：093-511-6800（公財）西日本産業貿易コンベンション協会【お問い合わせ先】

150名
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最新情報はこちらまで▶ 最新情報はこちらまで▶
セミナーはWebから申込。（洋上風力発電セミナーを除き、先着順）
受講券が返信されますので、当日印刷してお持ちください。最新情報はこちらまで▶

エコテクノ 中小企業テクノフェア
九州

先端農業・植物工場
ビジネス推進セミナー

100名エコテクノ2015～地球環境ソリューション展 / エネルギー先端技術展～中小企業テクノフェアin九州2015　開催記念基調講演会

2トンの世界に向けたアジアでのビジネスチャンス

九州経済産業局産業部農林水産業成長産業化支援室
TEL.092-482-55５0　

TEL.092-474-0042　

TEL.093-695-3068

【お問い合わせ先】

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

１3：３０
13：40

14：3０

（休憩10分）
15：20

１６：００

１６：４０

平成27年10月7日（水） １３：３０～１６：４０
セミナー会場C
九州農業成長産業化連携協議会
（九州経済連合会・九州地域産業活性化センター・
九州農政局・九州経済産業局）

プログラム

　農水産物の生産性向上や食の安全、雇用創出となる先端農
業・植物工場に注目が集まっています。最近では、大手流通と手
を組んだ大規模生産や安全性を重視したレストランでの活用、
極所における野菜の生産などあらゆるところで先端農業・植物
工場を活かしたビジネスが展開されようとしています。こうした
取組の実用化における課題解決など、様々な形態のビジネス
事例を紹介するとともに、海外に向けたプラントの輸出も含
め、先端農業・植物工場ビジネスの九州での導入成功のカギに
ついて考えます。

●日時 ： 平成27年10月7日（水） １３：００～１６：１５
●会場 ： セミナー会場 A　　
●主催 ： 福岡県エネルギー政策室／エネルギー先端技術展連絡会議
●定員 ： 200名

※セミナーの更新情報は、webでご確認お願い致します→http://www.he-t.jp

鉱物油、水溶性油、コンタミ
異物等を同時除去し、
リサイクル環境対応機器
を内蔵した、真空洗浄乾燥機

真空中で超音波、揺動洗浄で洗浄。スイング揺動で真空
乾燥。
真空密閉の為完全な環境対応。洗浄液の再生リサイクル機
を内蔵。

●主催 ： （株）アクアテック
●内容 ：

●講師 ：（株）アクアテック　　代表取締役　堂元 雅洋 氏

13：50

13：20
〜

マサコートとセイケンコートで
癒しの空間～いま、できること～

特殊樹脂・マサコートの併用工法で劣化スレートの補強・遮
熱・断熱。今までに無い効果を実感！セイケンコートの５つの
技術。

●主催 ： NPO環境改善推進機構　Technical Factory 旭
●内容 ：

●講師 ：（有）旭　　代表取締役　松田 松太郎 氏

14：30

14：00
〜

超音波溶接機の概要と各種
溶接機の開発について

樹脂の溶接を必要とする様々な製品の二次加工で、広く利
用されている【超音波溶接機】の原理～応用までのご紹介
と、その他の樹脂溶着装置の開発経緯などをご紹介させて
頂きます。

●主催 ： 日本エマソン（株）
●内容 ：

11：15

10：45
〜

新たな生産拠点を
サポート致します

DGFEZの概要と日本企業の海外での生産拠点及び海外進
出の拠点作りなどの世界戦略におけるメリットや税制減免、
現金支援などの優遇策や通訳翻訳支援、各種許認可などの
行政支援に関し、立地を決めた日本企業の成功事例などを
紹介いたします。

●主催 ： 大邱慶北経済自由区域庁（DGFEZ） [韓国]
●内容 ：

12：00

11：30
〜

潤滑改善で工場改革、
コストカット、環境負荷低減

高性能濾過装置の活用により、長年に渡り潤滑油や作動油
等を新油レベルに保つ事で回転機･油圧設備等の生産性向
上、更に保全費や更油費等の大幅コストカットが可能です。
その考え方と事例をご紹介します。

●主催 ： （株）エステック２１
●内容 ：

14：15

13：45
〜

精密板金加工の匠の技と
最新の設備との融合

日本でのモノづくりに徹底的にこだわり“世界最高のものを
世界最速で”を強みに感動していただける製品造りのご紹介

●主催 ： 北原ウエルテック（株）
●内容 ：

15：45

15：15
〜

先端技術を有する
金型メーカの力

ものづくりネットワーク九州会員企業のご紹介
●主催 ： （一社）ものづくりネットワーク九州
●内容 ：

15：00

14：30
〜

自然災害防災システム
【ZEROSAI】のご紹介

自然災害防災システム“ZEROSAI”は最新機能の気象観測装置（Nセン
サー）、正確・迅速な気象予報システム（防災盤）、瞬速の警報伝達装置
（防災灯）で構成します。それぞれが最新の技術による高機能を有してお
り、それらを融合することで気象災害の危険を事前に感知（観測・予測）
し、生命・財産をお守りします。

●主催 ： シスメット（株）
●内容 ：

11：15

10：45
〜

プロダクトデザイン導入による
デザイン経営

強いブランド力を構築するために必要な①“Designed in Japan” and 
“Made in World”という概念　②プロダクトデザインを軸とした製品開
発及びブランディング　③現行製品のリ・デザイン、リ・プロモーションに
よる売り上げUP　④デザイン経営導入 についての解説。

●主催 ： STUDIO  dpi
●内容 ：

12：00

11：30
〜

機能美が光る！！　コンベア用
ベルトクリーナーのご紹介

従来のコンベア用ベルトクリーナーでは、掻き取り不良が起こりやすく、ク
リーナーの調整及び取付・交換に手間が掛かっていました。
当社の開発したDIPクリーナーは、従来品の問題点を解決し、あらゆる形
状・用途のベルトコンベアにもオーダーメイドで対応することが出来ます。

●主催 ： （株）アステック入江
●内容 ：

13：30

13：00
〜

潤滑改善で工場改革、
コストカット、環境負荷低減

高性能濾過装置の活用により、長年に渡り潤滑油や作動油等を新油レベ
ルに保つ事で回転機･油圧設備等の生産性向上、更に保全費や更油費等
の大幅コストカットが可能です。
その考え方と事例をご紹介します。

●主催 ： （株）エステック２１
●内容 ：

14：15

13：45
〜

パノックス
<磁場波動活水処理装置>について

太古の歴史から磁場の力による神秘の世界は現出されてきました。弊社
が考案したパノックスは数件の特許を有し、全省庁統一資格も具備した
エコ商品であります。永久磁石の組み合わせにより、水質の浄化や配管
内の錆・スケールの除去及び燃費改善等の効果を有し、メンテナンスフ
リーのランニングコストがかからない画期的な環境に易しい商品です。

●主催 ： （株）日本微生物
●内容 ：

15：45

15：15
〜

①潤滑油・切削油リユース事業
②治具の塗膜・樹脂剥離事業

①液体浄化装置を搭載した車両で工場に出張し廃油・廃液を再利
用可能な状態に戻すビジネスモデルです。
②約４５０℃に温度制御された石英砂の流動浴が、塗料や樹脂をガ
ス化させ、流動による摩擦で塗料・樹脂付着物を剥離する事業です。

●主催 ： （株）新出光
●内容 ：

12：00

11：30
〜

車のフロントガラスに凍りついた、
氷や霜を剥ぎ取るネット

１．北海道「旭川」で屋根の雪おろしテストをネット（網）で実施。
２．テスト完了後、旭川駅前の駐車場で凍りついた氷をスノークレー
バーと云う器具を使用して、落としているのを見て、ここに小さい
メッシュのネットを応用すれば必ず落ちると考え使用転換を図る。

●主催 ： エコネットジャパン（株）
●内容 ：

14：15

13：45
〜

パノックス
<磁場波動活水処理装置>について

太古の歴史から磁場の力による神秘の世界は現出されてきました。
弊社が考案したパノックスは数件の特許を有し、全省庁統一資格も
具備したエコ商品であります。永久磁石の組み合わせにより、水質
の浄化や配管内の錆・スケールの除去及び燃費改善等の効果を有
し、メンテナンスフリーのランニングコストがかからない画期的な環
境に易しい商品です。

●主催 ： （株）日本微生物
●内容 ：

15：00

14：30
〜

精密板金加工の匠の技と
最新の設備との融合

日本でのモノづくりに徹底的にこだわり“世界最高のものを世界最
速で”を強みに感動していただける製品造りのご紹介

●主催 ： 北原ウエルテック（株）
●内容 ：

15：45

15：15
〜

Teach me Biz　の紹介

簡単マニュアル作成ツール「Teach me Biz」の簡単操作方法と事
例を紹介します。

●主催 ： グローバルブレインズ（株）
●内容 ：

13：30

13：00
〜

低コスト高効率ＬＥＤ照明について

著しい成長を遂げているＬＥＤ照明市場で、照明事業を20年間続
けている当社が、生き残りのために行った新製品の開発。
低コスト高効率ＬＥＤ照明（福岡県ものづくり補助金を活用）の特徴
とお客様へのメリットを解説します。

●主催 ： （株）コーセイジャパン
●内容 ：

11：15

10：45
〜

車のフロントガラスに凍りついた、
氷や霜を剥ぎ取るネット

１．北海道「旭川」で屋根の雪おろしテストをネット（網）で実施。
２．テスト完了後、旭川駅前の駐車場で凍りついた氷をスノークレーバー
と云う器具を使用して、落としているのを見て、ここに小さいメッシュの
ネットを応用すれば必ず落ちると考え使用転換を図る。

●主催 ： エコネットジャパン（株）
●内容 ：

15：00

14：30
〜

金型の長寿命化

金型の寿命を伸ばし、生産性の改善を行う。難加工化に必要
なコーティングの提案。

●主催 ： 松山技研（株）
●内容 ：

13：30

13：00
〜

三井化学分析センターがお届け
する最新の分析・試験評価技術

環境ソリューション技術や先端エネルギー技術を支える
最新の分析・試験技術を具体的な事例で紹介します。

●主催 ： （株）三井化学分析センター
●内容 ：

●講師 ：（株）三井化学分析センター　営業企画室　　塩沢 一成 氏

15：10

14：40
〜

ＩＴでeco！
～ＩＴで守る資源・健康・安全安心～

わたしたちの快適な暮らしに欠かせない「資源」「健康」「安全
安心」、最新のＩＴ技術で守ります！

●主催 ： （株）ソルネット
●内容 ：

●講師 ：（株）ソルネット　環境ソリューション推進室　 　西野  　幸 氏

14：50

14：20
〜

汚染土壌・地下水浄化用鉄粉
「エコメルTM」のご紹介

ヒ素等自然由来の重金属対策は、主にトンネル掘削工事で課
題となっています。「エコメル」は、重金属を吸着する鉄粉で、
九州の重金属対策並びに環境保全に貢献します。

●主催 ： （株）神戸製鋼所
●内容 ：

●講師 ：（株）神戸製鋼所　鉄粉本部　鉄粉企画室　　
次長　古田 智之 氏

15：30

15：00
〜

天候に左右されない再生可能
エネルギー地中熱利用換気
システムの概要と採用例

地中熱利用の多機能型換気システム「ＧＥＯパワーシステム」
地中５mの熱を利用し、夏涼しく、冬暖かい空間を創造するこ
とで、建物の冷暖房エネルギーを削減させるシステム。

●主催 ： （株）ジオパワーシステム
●内容 ：

●講師 ：（株）ジオパワーシステム　　営業部長　上田 竹一 氏

13：30

13：00
〜

※セミナーの内容・講師等は、都合により変更となる場合がございます。※今回いただいた情報は、セミナー主催者にお渡しするとともに、次回ご案内などに活用いたします。 ※セミナーの内容・講師等は、都合により変更となる場合がございます。※今回いただいた情報は、セミナー主催者にお渡しするとともに、次回ご案内などに活用いたします。

※セミナーの内容・講師等は、都合により変更となる場合がございます。※今回いただいた情報は、セミナー主催者にお渡しするとともに、次回ご案内などに活用いたします。 ※セミナーの内容・講師等は、都合により変更となる場合がございます。※今回いただいた情報は、セミナー主催者にお渡しするとともに、次回ご案内などに活用いたします。

〈13：00～13：05〉
主催者挨拶
福岡県　企画・地域振興部　総合政策課　エネルギー政策室

〈13：05～14：05〉
電力システム改革と新たなエネルギー産業の創出
東京工業大学

特命教授　柏木 孝夫 氏
〈14：05～14：45〉

電力システム改革と新たなエネルギー産業の創出
（スマートエネルギー「三種の神器」）
パナソニックエコソリューションズ創研（株）

上席講師　古川 幸司 氏
〈14：45～14：55〉

休　　憩
〈14：55～15：35〉

北九州市スマートコミュニティ創造事業の成果と今後の展開
北九州市　環境局　環境未来都市推進部　水素社会創造課

係長　須山 孝行 氏

〈15：35～16：15〉
みやま市のエネルギー地産地消に向けた取組
みやま市　環境経済部　エネルギー政策推進室

室長　藤吉 裕治 氏

〈13：00～13：15〉
「冷媒ガス交換による空調機器の大幅な消費電力の削減」
ソフィアエンジニアリング（株）　　　　　　　代表取締役　江口 英範 氏

〈13：15～14：00〉
「冷媒の変遷と国際的規制」
（株）エコ未来　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　水野 昇 氏

〈14：00～15：30〉
「日本と海外環境先進国との違い」
SHECCO　　　　　　　　　　　　　　 日本担当　JAN,DUSEK 氏

●日時 ： 平成27年10月7日（水） １３：１５～１６：１０
●会場 ： セミナー会場 B
●主催 ： 九州経済産業局、福岡県、九州スマートコミュニティ連絡会
●定員 ： 100名

〈１３：１５～１３：２０〉
主催者挨拶
九州経済産業局　資源エネルギー環境部　資源エネルギー環境課長　上村 欣久 氏

〈１３：２０～１４：００〉
「スマートコミュニティの現状について」
資源エネルギー庁　省エネルギー・新エネルギー部　新産業・社会システム推進室

室長補佐　青鹿 喜芳 氏
〈１４：００～１４：４０〉
「省エネルギー相談地域プラットフォーム事業の省エネ事例について」
（一社）エネルギーマネジメント協会　省エネルギー相談地域プラットフォーム事業相談員
（有）九州ビルマネジメント　　　　　  　　　　　　環境事業部部長　岡崎 　誠 氏

〈１４：４０～１５：３０〉
 「事業者における節電・省エネ取組の具体的ノウハウのご紹介」
特定非営利活動法人エコ診断ネットワークジャパン

理事　渡辺　豊美 氏、社会教育部長　林　 真実 氏
〈１５：３０～１６：１０〉
「省エネとデマンドレスポンス　～電力自由化に向けて～」
日本アイ・ビー・エム（株）　スマーター・シティ事業部第一社会インフラ事業開発部

スマートエネルギー ソリューション部長　川井 秀之 氏

●日時 ： 平成27年10月7日（水） １３：00～１6：0０
●会場 ： エネルギープレゼンステージ　　
●定員 ： 50名

<13：00～13：30>
「自然冷媒ガスHC-22a使用による環境負荷低減

及び消費電力20～40％削減効果」
ソフィアエンジニアリング（株）　　　　　　　　　　　　　江口 英範 
氏

<13：30～14：00>
「土足空間用温水床暖房 ECO-HR」
リボンガス（株）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内海 久俊 氏

<14：00～14：30>
「減圧蒸気エネルギーの有効活用

（スクリュ式蒸気発電機の紹介）」
神鋼商事（株） （神戸製鋼グループ）　エネルギーシステム部

　神庭 　容 氏
<14：30～15：00>
「食用油を水で洗うろ過機で、食用油のリユース実現を

持続可能とした技術」
アイデア・アソシエ（株）　食育機器研究部開発課　　　　　細川 良治 氏

<15：00～15：30>
「地元で求められている環境浄化製品の開発」
コヨウ（株）　バイオ事業部　　　　　　　　　　　　　　 古賀 雅之 氏

<15：30～16：00>
「植物育成用LED光源と制御装置開発と実証」
環境フォトニクス　　　　　　　　　　　　  代表取締役　木原 敏彦 氏

●日時 ： 平成27年10月8日（木） １0：30～１5：3０
●会場 ： エネルギープレゼンステージ　　
●定員 ： 50名

<10：30～11：00>
「次世代照明 無電極ランプ EcoLoop の紹介」
（株）ティ・エム・ディ（共同出展社：（株）プラスアルファー）　商品事業部

　西村 　真 氏
<11：00～11：30>
「ハウス栽培専用省エネヒートポンプエアコンのご紹介」
ダイキン工業（株）　低温事業本部　　　　　　　　　　　中川 　威 氏

<11：30～12：00>
「バイオガス発電事業成功の鍵」
(株)リナジェン　　　　　　　　　　　　　  代表取締役　三嶋 大介 氏

<13：00～13：30>
「地中熱ヒートポンプシステムの概要と九州での取り組み」
東邦地下工機（株）　工事部　　　　　　　　　　　　　　森 与志信 氏

<13：30～14：00>
「"特許取得"現地に行かずに再構築ができる、

次世代計測監視システム「発電所長」」
（有）岡村産業　経営企画室　　　　　　　　　　　室長　吉川 亮輔 氏

<14：00～14：30>
「磁気浮上を応用した重量法による水素吸蔵量測定」
（有）テクノシステム　開発部　開発課　　　　　　　　　 船津 常正 氏

<14：30～15：00>
「eneQube&ホームゲートウェイでスマートな暮らしへ」
九電テクノシステムズ（株）　営業部　ソリューション営業グループ

冨永 達郎 氏
<15：00～15：30>
「1～10kWに最適化した小水力発電システム」
（株）明和製作所　　　　　　　　　　　　　　　　社長　生野 岳志 氏

●日時 ： 平成27年10月9日（金） １0：30～１5：5０
●会場 ： エネルギープレゼンステージ　　
●主催 ： 福岡県エネルギー政策室
●定員 ： 50名

【セミナー】
〈10：30～10：35〉 

開会挨拶
福岡県　企画・地域振興部　総合政策課　エネルギー政策室　　　　　

〈10：35～11：05〉
金沢市の再生可能エネルギー導入施策
金沢市環境局環境政策課温暖化対策係　　　　　　室長　中坂 暢江 氏

〈11：05～11：35〉
環境にやさしいクリーンエネルギー「地中熱」
三次市産業環境部環境政策課　　　　　　　　 　  課長　片岡 幸治 氏

〈11：35～12：05〉
横浜市　公共建築物の省エネルギー
横浜市建築局公共建築部保全推進課　　　　　　　係長　本田 裕一 氏

〈12：05～13：00〉 休憩
【成果報告会】
（１）風力発電
〈13：00～13：20〉

響灘洋上風力発電拠点化推進事業
北九州市港湾空港局整備保全部計画課

（２）小水力発電
〈13：20～13：40 〉

糸島市における小水力発電事業の取り組みについて
糸島市市民部生活環境課

〈13：40～14：00〉
藤波ダムにおける小水力発電設備導入事業

うきは市うきはブランド推進課
〈14：00～14：40〉

福岡市における小水力発電導入可能性調査事業
福岡市環境局環境政策部エネルギー政策課

〈14：40～15：00〉
那珂川町小水力発電導入可能性調査

那珂川町住民生活部環境課

（３）太陽光発電
〈15：00～15：20〉

篠栗町の地域資源の活用とエネルギーの多様化に資する
太陽光発電設備導入の可能性調査

～町内産木質バイオマスのエネルギー活用による循環型エネルギーの構築に向けて～
篠栗町まちづくり課

（４）再生可能エネルギー全般
〈15：20～15：50〉

（仮）再生可能エネルギー導入のノウハウと今後の課題
九州電技開発（株）

●日時 ： 平成27年10月8日（木） １３：００ ～ １６：００
●会場 ： セミナー会場 B
●主催 ： 福岡県
●共催 ： （一社）日本ガス協会、（一社）福岡県ＬＰガス協会
　　　  （一財）コージェネレーション・エネルギー高度利用センター（コージェネ財団）
●定員 ： 100名

〈13：00～13：05〉 主催者挨拶
福岡県　企画・地域振興部　総合政策課　エネルギー政策室 

〈13：05～13：50〉
講演① 「（仮）コージェネレーションの普及に向けた取組」

経済産業省　資源エネルギー庁
〈13：50～14：20〉

講演② 「コージェネレーションの特長と最新の導入事例について」
（一社）日本ガス協会 エネルギーシステム部　　　　 副部長　清　 幹広 氏

〈14：20～14：30〉 休憩
〈14：30～15：00〉

講演③ 「高効率ガスエンジンシステムの開発について」
三井造船（株）　玉野事業所　機械工場　技術開発部　ガスエンジングループ　  黛　 健斗 氏

〈15：00～15：30〉
講演④ 「クラブハウスへのコージェネレーションの導入について」

古賀ゴルフ・クラブ　　　　　　　　　　　　 　　  支配人　太田 清繁 氏
〈15：30～15：45〉

講演⑤ 「福岡県におけるコージェネレーション導入促進に向けた取組み」
福岡県　企画・地域振興部　総合政策課　エネルギー政策室

〈15：45～16：00〉 質疑応答

●日時 ： 平成27年10月8日（木） １０：３０～１２：３０
●会場 ： セミナー会場 B
●主催 ： 九州経済産業局、（一財）九州地域産業活性化センター、
　　　 （一財）九州産業技術センター、
　　　 九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（Ｋ－ＲＩＰ）、
　　　 九州ソーラー＆クリーンエネルギーネットワーク（ＳＯＮＥＱ）
●定員 ： 100名

〈１０：３０～１０：３５〉 主催者挨拶
九州経済産業局　　　　　　　　　　 資源エネルギー環境部長　阿由葉 信一 氏

〈１０：３５～１０：５０〉
「Ｋ－ＲＩＰ及びＳＯＮＥＱの組織・取り組み紹介」
九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ　　　　　  マネージャー　杉迫 寿隆 氏
九州ソーラー＆クリーンエネルギーネットワーク　　　　　　事務局　松嶋 慶祐 氏

〈１０：５０～１１：１０〉
「バイオマス資源活用の土系舗装材のご提案

～建設・防災事業から環境分野への挑戦（環境×建設・防災）」
日本乾溜工業（株）　営業統括部　営業推進グループ　　  部長代理　浜嶋 博昭 氏

〈１１：１０～１１：３０〉
「食品廃棄物地域循環圏形成サービス

～循環型社会が農業を強くする～（環境×農業）」
楽しい（株）　　　　　　　　　　　　　　　 　  　  　代表取締役　松尾 康志 氏

〈１１：３０～１１：５０〉
「加圧熱水処理方法とそのシステムによる「植物系バイオマスからの

有用物質抽出及び商品化」について（環境×コスメティック）」
（株）ミゾタ　環境技術研究所　　　　　　　　　　  執行役員所長　土井 研一 氏

〈１１：５０～１２：１０〉
「自然と共生できる社会の創造　

～建設業から環境事業への展開（建設×エネルギー）」
篠田（株）　　　　　　　　　　   環境事業部　福岡事務所　  所長　仁位 正博 氏

環境事業部　福岡事務所　　ディン トゥイ リン 氏
〈１２：１０～１２：３０〉

「再生可能エネルギー１００％を利用したコミュニティサイクルシェアリング事業について（レンタルサービス×エネルギー）」
川重商事（株）　事業開発推進本部　環境・エネルギー部一課　　 課長　岡村 圭介 氏

●日時 ： 平成27年10月8日（木） 13：00～15：30
●会場 ： セミナー会場 A　　
●定員 ： 200名

●日時 ： 平成27年10月9日（金） 10：45～１２：15
●会場 ： セミナー会場A　　
●主催 ： 九州経済産業局
●後援 ： 西部ガス
●定員 ： 200名

〈１0：45～１0：50〉 
主催者挨拶
経済産業省　九州経済産業局　資源エネルギー環境部

電源開発調整官　山田 真治 氏
〈１0：50～１１：30〉 
講演①
「水素エネルギーを巡る国内外の動向と2020年のオリンピック・

パラリンピックを契機とする東京都の水素戦略について」
デロイト　トーマツ　コンサルティング（同）

パブリックセクター　マネージャー　大我 さやか 氏
〈１１：30～１２：15〉 
講演②
「水素社会の実現に向けたパナソニックの取組み」
パナソニック（株） 先端研究本部 環境・エネルギー研究室　

室長　小原 英夫 氏

●日時 ： 平成27年10月9日（金） 10：20-12：00
●会場 ： セミナー会場 B
●主催 ： 北九州市、環境省
●定員 ： 100名
●締切 ： 9月28日（月）
※お申込み者多数の時には抽選となる場合がございます。

〈10：20〉 開会挨拶
〈10：25～10：45〉
「北九州市グリーンエネルギーポートひびき事業」
北九州市港湾空港局立地促進課

〈10：45～11：25〉
「洋上風力発電のもつ可能性」（仮）
関西大学　システム理工学部　　　　　　　　　　　　　  准教授　安田 　陽 氏

〈11:25～12：00〉
「NEDO洋上風力発電実証研究（北九州市沖）の成果について」
電源開発（株）　　　　    環境エネルギー事業部風力事業室長代理　坂本 　登 氏

●日時 ： 平成27年10月9日（金） １３：２０～１６：３０
●会場 ： セミナー会場A
●主催 ： 九州経済産業局、
　　　　九州ソーラー＆クリーンエネルギーネットワーク（SONEQ）、
　　　　（一財）九州地域産業活性化センター
●定員 ： 200名

〈１３：２０～１３：２５〉  
主催者挨拶
九州経済産業局　資源エネルギー環境部

エネルギー対策課長　植木 健一郎 氏
〈１３：２５～１４：１０〉
「ＰＶメンテナンス・リサイクル技術の開発状況について」
国立研究開発法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構

新エネルギー部　主査　西村 隆雄 氏
〃　　　　主査　穂積 潤一 氏

〈１４：１０～１４：４５〉
「小形風力発電機のご紹介と最新動向について」
（一社）日本小形風力発電協会　　　　　　　　　理事長　田中 朝茂 氏

〈１４：４５～１５：２０〉
「霧島酒造（株）のサツマイモ発電について」
霧島酒造（株）　生産本部　グリーンエネルギー部　　　   藤原 誉司 
氏

〈１５：２０～１５：５５〉
「小水力発電の取組について」
九州発電（株）　発電事業部　　　　　　　　　　　課長　川畑 雄司 氏

〈１５：５５～１６：３０〉
「菅原バイナリー発電所における発電設備の概要と特徴」

●日時 ： 平成27年10月9日（金） １２：３０～１５：５５
●会場 ： セミナー会場 B
●主催 ： 福岡県エネルギー政策室／エネルギー先端技術展連絡会議
●定員 ： 100名

〈12：30～12：35〉 主催者挨拶　
福岡県　企画・地域振興部　総合政策課　エネルギー政策室

〈12：35～13：00〉
高性能超伝導ケーブルの技術開発
九州工業大学　情報工学研究院　　　　　　　　　　　 名誉教授　松下 照男 氏

〈13：00～13：25〉
バイオマス由来の炭素電極材料の開発
九州工業大学　機能材料創製研究室　　　　　　　　　    准教授　坪田 敏樹 氏

〈13：25～13：50〉
燃料電池体験コースの紹介
公立大学法人　北九州市立大学　国際環境工学部　泉研究室　教授　泉　 政明 氏

〈13：50～14：15〉
再生可能エネルギー利用啓発を意図したメカトロニクス教材開発
徳山工業高等専門学校　機械電気工学科　再生可能エネルギー研究室　

教授　伊藤 　尚 氏
〈14：15～14：40〉

九州大学における地熱資源利用に関する研究
九州大学　地熱エネルギーリサーチコア　　　　　　　　　  教授　藤光 康宏 
氏

〈14：40～15：05〉
廃棄物系バイオマスも立派な熱エネルギー
国立大学法人　熊本大学　鳥居研究室　　　　　　　　　    教授　鳥居 修一 氏

〈15：05～15：30〉
ミニバイクエンジン排ガス環境改善のための固体酸化物型燃料電池の研究
　　　　　　　　　（H27年度RINGRINGプロジェクト採択事業のご紹介）
有明工業高等専門学校　柳原研究室　　　　　　　　　　 准教授　柳原 　聖 氏

〈15：30～15：55〉
次世代電力ネットワークのロバスト安定化制御手法に関する研究
九州産業大学工学部　電気情報工学科　橋口研究室　　　 准教授　橋口 卓平 氏

挨拶　九州経済産業局
講演１「植物工場でのイチゴ栽培と海外市場に於ける

事業化取組み（仮）」
シャープ（株） 健康・環境システム事業本部 要素技術
開発センター　植物工場事業推進プロジェクトチーム
副参事　板屋 浩司 氏

講演２「機能性野菜栽培および苗生産が可能な
完全人工光型栽培装置の開発」

ベルグアース（株）　 代表取締役　山口 一彦 氏

講演３「地熱エネルギー × 次世代農業（仮）」
（株）タカヒコアグロビジネス　

専務取締役　松尾 崇史 氏
講演４「メタボローム解析から見る農業生産現場と

農産物ブランド化」
（株）エコプロ・リサーチ

代表取締役　井澤 典彦 氏
終了予定

100名事業所における製品含有
化学物質管理の導入講座

TEL.03-5209-7730　

（一社）産業環境管理協会
アーティクルマネジメント推進協議会（JAMP） 事務局

【お問い合わせ先】

TEL.03-5209-7730　

（一社）産業環境管理協会
アーティクルマネジメント推進協議会（JAMP） 事務局

【お問い合わせ先】

TEL：092-482-5499 （武田）

TEL：093-883-0150 （岩本、田頭、蓮井）
〈委託先〉 環境テクノス（株）　コンサルタント事業部

九州経済産業局 資源エネルギー環境部 環境対策課

【お問い合わせ先】

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

平成27年10月8日（木） 13：30～16：30
セミナー会場C
アーティクルマネジメント推進協議会（JAMP）

プログラム

　製品含有化学物質の情報を適切に管理し、サプライチェーン
に開示・伝達することの必要性の理解と取組みの最初のステッ
プとして必要な用語や手順等を説明いたします。

１．化学物質情報の管理と伝達
・化学物質管理の重要性と課題、事業リスク
・含有化学物質の「情報管理」、「情報の収集」、「情報の伝
達」などの課題解決に向けた取組み

２．製品含有化学物質管理入門
・なぜ製品含有化学物質管理が必要なのか?
・JAMP製品含有化学物質管理ガイドラインとは
・JAMP製品含有化学物質管理ガイドラインを活用した
製品含有化学物質管理の実践

３．質疑応答・個別相談
※個別相談をご希望の方は、予めご相談内容を記述しご持参下さい。
〈講師〉  アーティクルマネージメント推進協議会

鍵野 　実 氏、山藤 憲明 氏
※詳しい内容等は、準備が整い次第、下記URLにて御案内致します。
https://jp.research.net/s/151008JAMP

100名ベトナム環境
ビジネスセミナー

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

平成27年10月8日（木） 10：30～12：30
セミナー会場C
（公財）西日本産業貿易コンベンション協会

プログラム

　環境技術へのニーズが高まっているベトナムにおいて、現地
より企業・行政等の関係者を招聘し、求められている日本の環
境技術や現地の法律・規制等についてプレゼンテーションを実
施し、九州地域の環境産業に関わる中小企業に対して情報提
供を行います。
　また、セミナー・プレゼンテーション終了後、講演者とのビジ
ネスマッチングを計画しています。

①講演者
　ベトナムハノイ市天然資源環境局
　ベトナム政府環境省
　工業団地開発・運営企業
②交流会（希望者のみ）
　講演者との名刺交換会

100名実践的な製品含有
化学物質管理 
～取り組み事例研究～

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

平成27年10月9日（金） 13：30～17：00
セミナー会場C
アーティクルマネジメント推進協議会（JAMP）

プログラム

　製品含有化学物質管理の実践について、管理の軸となるガイ
ドライン、ガイダンスの活用方法と情報伝達シートと情報流通の
事例を中心に、参加者と共にじっくり研究します。

1．ＪＡＭＰ活動の概要
2．実用的なツールの事例紹介
（1）製品含有化学物質管理ガイドライン、ガイダンスの事例
（2）情報伝達シートの事例
（３）情報流通の事例

3.質疑応答

〈講師〉 アーティクルマネージメント推進協議会
鍵野 　実 氏、山藤 憲明 氏

※詳しい内容等は、準備が整い次第、下記URLにて御案内
　致します。
https://jp.research.net/s/151009JAMP

100名知ってますか？ “J-クレジット制度” 
～ 省エネや森林管理で
　　　環境価値の創造を ～

●日時 ：

●会場 ：
●主催 ：

13：30

13：35

13：55

14：15

14：45

15：20
15：30

平成27年10月9日（金） 13:30～15:30 
（終了後に相談会）
セミナー会場D
経済産業省 九州経済産業局

プログラム

　地球温暖化防止に取り組む企業等が活用できる「Ｊ－クレジッ
ト制度」について、その概要や支援策をご紹介するとともに、本制
度を利用して“企業・商品のブランド化”を目指す企業の事例をご
紹介します。

主催者挨拶
九州経済産業局　資源エネルギー環境部
環境対策課　　　　　　　　　　課長　竹内 一雄 氏
J-クレジット制度とは？
九州経済産業局　資源エネルギー環境部　環境対策課

課長補佐　武田 裕子 氏
J-クレジット制度活用に対する支援事業のご紹介
環境テクノス（株）　コンサルタント事業部

部長　岩本 　浩 氏
J-クレジット制度活用事例
～企業・商品のブランド化を目指して～
（株）宮崎竹田青果　　　　専務取締役　恒益 　祥 氏
わかりやすいカーボン・オフセットのしくみ
～おもしろ事例を通じて～
（株）ATGREEN　　　　　　　　　　  冨永 聖哉 氏
質疑応答
無料相談

100名環境ビジネス
アライアンスマッチングセミナー

九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（Ｋ－ＲＩＰ）
【お問い合わせ先】

E-mail：co2-credit@kan-tec.co.jp　TEL：093-883-0982（担当：コンサルタント事業部 蓮井（はすい））
環境テクノス株式会社【お問い合わせ先】

TEL：093‐582‐2238
北九州市　環境局　地域エネルギー推進課【お問い合わせ先】

TEL.093-511-6800
（公財）西日本産業貿易コンベンション協会
【お問い合わせ先】

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

13：30～13：40
13：40～16：00

平成27年10月8日（木） １３：３０～１６：００
セミナー会場D
環境ビジネスアライアンスマッチングセミナー
運営協議会（九州経済産業局、九州地域環境・
リサイクル産業交流プラザ（Ｋ－ＲＩＰ）、
内閣府沖縄総合事務局、特定非営利活動法人
資源リサイクルシステムセンター（近畿）、
中部経済産業局、（公財）国際環境技術移転センター、
関東経済産業局等）

プログラム

　各地域で環境ビジネスを展開する企業が、「製品・サービスの
開発」「販売網開拓」などの新たなビジネスパートナーを発掘す
るために自社事業（商品・技術・システム等）のプレゼンテーショ
ンを行っていただくほか、商談会を実施いたします。

主催者挨拶、本事業の紹介
企業プレゼン
・コンステックHDグループ　
株式会社グランテック（富山県）

・東洋スクリーン工業株式会社（奈良県）
・株式会社近江物産（滋賀県）
・株式会社BAC沖縄営業所（沖縄県）

　　等の地域内外の４社程度を予定
　※商談会を同時進行で開催

120名平成２７年度
福岡県リサイクル総合研究
事業化センター研究成果発表会

（公財）福岡県リサイクル総合研究事業化センター　研究開発課
【お問い合わせ先】

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

13：30

13：35

14：35

15:10

平成27年10月9日（金） 13：30 ～ 16：10
セミナー会場E（311会議室）
（公財）福岡県リサイクル総合研究事業化センター

プログラム

　循環型社会の構築に向けた産学官民による共同研究の研究
成果を報告します。また、リサイクルビジネスの変遷・展望を紹介
する特別講演を行います。

主催者挨拶
（公財）福岡県リサイクル総合研究事業化センター

センター長　山野 浩朗 氏
特別講演
「リサイクルビジネスの未来を創るビジョンと投資」
（一社）資源循環ネットワーク

代表理事　林　 孝昌 氏
共同研究プロジェクト成果発表
「PSI製紙スラッジリサイクル共同研究プロジェクト」
コトブキ製紙（株）
研究会成果発表
「し尿・生ごみの循環事業研究会」
（大）長崎大学
「石粉を活用したジオポリマーに関する研究会」
西松建設（株）
「泌乳牛用きのこ廃菌床開発研究会」
（株）大木きのこ種菌研究所
「セラミックフィルターを用いた廃棄食用油の
　　　　　　　　　　　　削減に関する研究会」
（株）ＦＩＬＴＯＭ

100名
中小企業テクノフェアin九州2015記念講演

新しいものづくりへの発想と展開
  「一次産業の将来を変える技術とものづくり」

（公財）西日本産業貿易コンベンション協会
中小企業テクノフェアin九州主催者（担当：武藤）

TEL.093-511-6800

【お問い合わせ先】

●日時 ：

●会場 ：
●主催 ：

平成27年10月7日（水）
1４：００～１５：３０
セミナー会場D
（公財）西日本産業貿易コンベンション協会

プログラム

プログラム

　第一次産業においては、高齢化率が高く、農地・山間部にお
いて、生産・管理性の向上、労働力不足の解消などが課題であ
る。林業の課題とその課題解決に期待が寄せられるセンシング
ロボットの取組みを紹介します。

①『林業の課題とロボット技術への期待』
大分県　農林水産部　林務管理課　　  課長　諏訪 　実 氏
「林業の省力化・低コスト化のこれまでの取組と、今後に向け
たイノベーションの必要性等について紹介」

②『ロボット技術による一次産業進化の牽引力』
国立大学法人　九州工業大学　情報工学研究院
機械情報工学研究系 　社会ロボット具現化センター

教授　林　 英治 氏
「林業で点在・偏在する問題を育林プロセスと下草刈りに着目
し、臨む課題に対して、ものをどのように構築し、応用して解決
へ導いたかのアプローチ」

100名第１４回
九州低炭素システム研究会

九州経済産業局　資源エネルギー環境部鉱害課
TEL.092-482-5500　

【お問い合わせ先】

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

平成27年10月7日（水） 13：30～17：20
セミナー会場E（311会議室）
九州大学、経済産業省九州経済産業局、
（一社）日本エネルギー学会西部支部

プログラム

　我が国の石炭政策、大崎クールジェンプロジェクト、高効率石
炭火力、オリックスの取り組みに関する最新情報を提供すると
ともに、佐賀市バイオマス産業都市構想についても紹介いたし
ます。

13：30～13：40
13：40～14：20

14：20～15：00

15：00～15：10
15：10～15：50

15：50～16：30

16：30～17：10

17：10～17：20

17：30～19：00

主催者挨拶
「我が国の石炭政策について（仮題）」
経済産業省資源エネルギー庁　
資源・燃料部　石炭課
「大崎クールジェンプロジェクトの概要と
　　　　　　　　　建設状況について」
大崎クールジェン株式会社
休憩
「高効率石炭火力の現状と課題
　　～超々臨界圧（USC）火力の事例～」
電源開発株式会社　

技術開発部長　笹津 浩司 氏
「オリックスの新電力事業展開と
　　　電力自由化に向けた取り組み（仮）」
オリックス株式会社　環境エネルギー本部
本部長補佐　電力事業部長　細川 展久 氏

「佐賀市バイオマス産業都市構想について」
佐賀市　環境部バイオマス産業都市推進課

参事　井口 浩樹 氏
「総括」
九州大学　　　　  　 名誉教授　持田 　勲
意見交換会（別会場にて開催）

太陽光発電設備の保守点検
のポイント

太陽光発電設備の発電能力を維持するために必要な、保守
点検を実施する上でのポイントについて紹介。

●主催 ： （一財）九州電気保安協会
●内容 ：

●講師 ：（一財）九州電気保安協会　技術部　省エネ新エネグループ
副長　吉田 竜也 氏

15：50

15：20
〜

太陽光発電設備の保守点検
のポイント

太陽光発電設備の発電能力を維持するために必要な、保守
点検を実施する上でのポイントについて紹介。

●主催 ： （一財）九州電気保安協会
●内容 ：

●講師 ：（一財）九州電気保安協会　技術部　省エネ新エネグループ
副長　吉田 竜也 氏

14：10

13：40
〜

太陽光発電設備の保守点検
のポイント

太陽光発電設備の発電能力を維持するために必要な、保守
点検を実施する上でのポイントについて紹介。

●主催 ： （一財）九州電気保安協会
●内容 ：

●講師 ：（一財）九州電気保安協会　技術部　省エネ新エネグループ
副長　吉田 竜也 氏

14：10

13：40
〜

北部九州地区での産官学連携の
実践～一般廃棄物焼却灰の有効
利用を例として～

本研究室での産官学連携による研究、技術開発の概要を紹
介します。 また、その中で丸屋商事（株）と行っている一般廃
棄物焼却灰から有価物を回収し、 塩素などを除去すること
で、セメントへの有効利用を図り、環境制約と資源制約から
必要と思われる焼却灰のリサイクル技術開発例について詳
細に講述します。

●主催 ： 公立大学法人　北九州市立大学
●内容 ：

●講師 ： 北九州市立大学　国際環境工学部　大矢研究室　
エネルギー循環化学科　４年　赤松 慶彦 氏、教授　大矢 仁史 氏

13：30

13：00
〜

地震による液状化対策を活用した
温室効果ガス削減技術について

本技術は、木材を利用することで、地震による液状化対策を
行いながら炭素を地中に貯蔵するものである。

●主催 ： 木材活用地盤対策研究会
●内容 ：

●講師 ： 木材活用地盤対策研究会　　　　　　　　沼田 　淳紀 氏

16：10

15：40
〜

●日時 ：
●会場 ：

平成27年10月7日（水） 11：0０～12：0０
セミナー会場C 〈プロフィール〉

　1962年東京大学機械工学科卒、工学博士（制御理論）。旭化成工業勤務後、国立環境研究所
にて地球環境政策研究・地域環境政策研究等に従事、東京工業大学・慶応義塾大学大学院教
授、国立環境研究所理事を経て現職。1980年代後半からIPCC等で気候変動問題に取り組み、
温暖化影響評価・適応策ガイドライン主執筆者を務める、また、日本低炭素シナリオ戦略研究
リーダー（2004-2009）を務め、G8洞爺湖サミットで福田首相（当時）が提唱した日本の低炭
素政策（2050年に温室効果ガス最大80％減）に大きく貢献した。その他の主たる業績として、
気候変化予測「革新」プロジェクト共同統括（2007-2012）や中央環境審議会低炭素シナリオ
部会議長等を歴任。現在は、気候変動分野の研究コミュニティと政策を結ぶ二つの「低炭素社会
研究ネットワーク」の事務局長として、欧州及びアジアで積極的に活動している。著書に「日本低
炭素社会へのシナリオ―二酸化炭素70%削減の道筋」（日刊工業新聞社）、「低炭素社会のデザ
イン」（岩波新書）等。

　地球平均温度を2℃以下の上昇にとどめるために、2050年には今の半分の温室効果ガス排出にする。それが世界の目標である。その時、世界平均で一人当たり二酸化炭素年間2トン排出の世界になる。い
ま日本は10トン、中国では7トン、タイでも5トンを超える。これからは、この目標に向けて、アジア途上国も含め多くの国が参加した熾烈な低炭素技術開発競争がはじまる。2トンの世界を実現するのは容易で
はない。これまでのエネルギー多消費型の技術で構築された社会を大きく転換させねばならない。在来個別技術の高性能化や再生可能エネルギーの最大限利用はもちろんの事であるが、それだけの技術転
換では低炭素社会は実現できない。交通システムや住宅システム、材料技術、サプライチェーン、都市デザインとその運営などにも技術的対応が必要である。Late comerアジアは、これまでと異なる技術シ
ステムで蛙飛び型発展をする可能性も含め、どう対応すべきか。

11：00
11：05

12：00

開催挨拶
講演
「2トンの世界に向けたアジアでのビジネスチャンス」
〈講師〉 西岡 秀三　博士

IGES 研究顧問
低炭素社会国際研究ネットワーク・
低炭素アジア研究ネットワーク事務局長

終了

基調講演セミナー 省エネ・スマコミセミナー 出展社による新技術・
新製品紹介セミナー

出展社による新技術・
新製品紹介セミナー

地域で取り組む
再エネ・省エネ促進セミナー
～平成２６年度 
福岡県再生可能エネルギー
発電設備導入促進事業 成果報告会～

平成２７年度　第２回
コージェネレーション導入セミナー

クリーン技術新分野進出セミナー

環境性と省エネ性を追求した
自然冷媒導入セミナー

燃料電池・
水素エネルギー専門技術セミナー

洋上風力発電セミナー

エネルギー先端技術展
アカデミックセミナー

再生可能エネルギーリレーセミナー

セミナー会場A展示会場内
中小企業プレゼンステージ

展示会場内
環境プレゼンステージ

展示会場内
エネルギープレゼンステージセミナー会場B

北九州エコプレミアム選定企業
選定書贈呈式及び
北九州エコプレミアム発表会

平成27年度
北九州市「環境にやさしい事業所」
感謝状授与式

西岡 秀三　博士

プログラム

●日時 ：
●会場 ：
●内容 ：

　エコテクノ2016は、地球環境時代にふさわしい低炭素・温暖化防止技術、浄化・汚染防止技術などの環境ソリューション技術と共に、創エネ・省
エネ・蓄エネによる新たなエネルギー社会の実現に向けて、これらの普及拡大等に資する先進的製品・技術を一堂に紹介し、環境・エネルギー産業
への新規参入やビジネスマッチング、開発製品の市場化等を支援することにより、新たな環境・エネルギー産業を育成し、産業・地域振興に寄与す
ることを目的に開催します。
　なかでも、開催を記念して実施する基調講演会では、該博な知識と我が国の環境・エネルギー産業に対して影響力のある方をお招きし、これか
らの環境・エネルギー産業のあるべき姿や方向性についてご講演いただき、西日本地域の環境・エネルギー産業関係者の皆様に、情報提供を行わ
せていただきます。

10：30
10：40

11：40

12：40

主催者挨拶
講演①（50分）
『≪戻す技術≫で資源循環型社会をつくる小さなベンチャーの挑戦』
日本環境設計株式会社　代表取締役会長　岩元 美智彦 氏
150以上の企業の賛同を得るまでに成長した2つのリサイクルプロジェクトを運営している日本環境設計は、わずか2名で立ち上げた小さな
ベンチャー企業です。そんな私たちがいま思い描くのは、消費者のリサイクル活動がムーブメントになり資源が循環する社会が形成されること
です。2017年春には弊社の新工場が竣工されるこの北九州市で、日本環境設計のこれまでとこれからをお話しします。
（質疑応答（10分））

講演②（50分）
『僕はミドリムシで世界を救うことに決めました。』
株式会社ユーグレナ　代表取締役社長　出雲　充 氏
（質疑応答（10分））
微細藻類ミドリムシ（学名：ユーグレナ）はワカメやコンブと同じ藻の一種で、栄養価が高くCO2を吸収することから、食料問題、エネルギー問
題、地球温暖化を解決する希望として注目を集めています。
株式会社ユーグレナは「絶対に不可能」とまで言われてきたミドリムシの食用屋外大量培養に2005年に世界で初めて成功し、ミドリムシを広
める技術を確立しました。
またミドリムシが含有する油脂がバイオ燃料に適していることからバイオジェット燃料やバイオディーゼル燃料への研究開発も行っております。
2014年12月3日より東証マザーズから東証第一部へと市場変更をいたしました。
講演会では起業を思い立ってから、上場するまでの軌跡、今後の未来像についてお話しをいたします。

終　了

プログラム

環境ビジネスアライアンスマッチングセミナー in 九州

中小企業テクノフェアin九州2016記念講演

― 成功した企業に学ぶ幹部育成法

― 働きがいのある会社が成長する

「中小企業・ベンチャー企業に欠かせない成長戦略」
　～人を育てる会社が成長する～

　各地域で環境ビジネスを展開する企業が、「製品・サービスの開発、販売網開拓」などの、九州における新たなビジネスパートナーを発掘す
るために自社事業（商品・技術・システム等）のプレゼンテーションを行っていただくほか、商談会を実施します。

省エネ・スマコミセミナー

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

平成28年10月13日（木） 13：30～16：10
西日本総合展示場新館　エコテクノ2016内セミナー会場C
九州経済産業局、福岡県、九州スマートコミュニティ連絡会

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

水素（県戦略会議）
000名

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

プログラム

00：00
00：00
00：00
00：00
00：00
00：00
00：00
00：00
00：00
00：00
00：00
00：00
00：00
00：00

◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

平成28年10月13日（水） 10：3０～13：3０
セミナー会場◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

林　 英治 氏

～地球環境ソリューション展～ エコテクノ ～エネルギー先端技術展～

※「洋上風力発電見学ツアー（ツアーH）」を同日セミナー後に催行いたします。

セミナー会場　・　・　C D E

12：00

10：30
〜

セミナーはWebから申込。受講券が返信されますので、当日印刷してお持ちください。

●日時 ： 平成27年10月8日（木） １０：３０～１２：0０
●会場 ： セミナー会場 A　　
●主催 ： 福岡水素エネルギー戦略会議
●定員 ： 200名

水素エネルギー社会実現セミナー

水素エネルギー
社会実現セミナー

開催調整中

洋上風力発電セミナー
　北九州市は、若松区響灘地区を中心に、洋上風力発電を推進しています。
　北九州市が進める洋上風力発電誘致政策、有識者による洋上風力発電の可能性や自然環境との共生策に
ついてご紹介します。

10：30～10：35

10：35～11：00

11：00～11：50

11：50～12：00

開会挨拶

「北九州市の風力発電の取り組みについて」
北九州市環境局地域エネルギー推進課

「洋上風力発電の可能性と自然環境との共生（仮）」
東京大学
先端科学技術研究センター
産業連携新エネルギー研究施設
特任准教授　飯田　誠 氏

質疑応答

●日時 ：
●会場 ：

平成28年10月13日（木） 10：3０～12：0０
西日本総合展示場新館　エコテクノ2016内セミナー会場A

古賀 光雄 氏

飯田　誠 氏

岩元 美智彦 氏

エネルギー先端技術展  アカデミックセミナー

プログラム

10：30～10：35
10：35～11：00

11：00～11：25

11：25～11：50

11：50～13：30
13：30～13：55

13：55～14：20

14：20～14：45

14：45～15：10

15：10～15：35

主催者挨拶
講演① 「CO2地中貯留と土壌CO2フラックスモニター」
　　　 九州大学　資源開発工学研究室 教授　　佐々木 久郎 氏
講演② 「九州大学における地熱資源利用に関する研究」
　　　 九州大学　地熱エネルギーリサーチコア 教授　　　藤光 康宏 氏
講演③ 「燃料電池における電極構造開発の取り組み」
　　　 北九州市立大学　機械システム工学科　泉研究室 教授　　　 泉　政明 氏
休　憩
講演④ 「自己調湿型固体高分子形燃料電池」
　　　 九州工業大学　工学研究院　機械知能工学研究系　伝熱研究室 助教　　　谷川 洋文 氏
講演⑤ 「金属鉄を用いたマグネタイト生成による排水処理」
　　　 九州工業大学　製錬リサイクル工学研究室 准教授　高須 登実男 氏
講演⑥ 「竹を原料とした高付加価値材料の段階製造」
　　　 九州工業大学　工学研究院　物質工学研究系　機能材料創製研究室 准教授　　坪田 敏樹 氏
講演⑦ 「バイオマスを利用した農業用ハウス加温装置の開発」
　　　 西日本工業大学　工学部総合システム工学科　高研究室 教授　　　　 高　峰 氏
講演⑧ 「排ガス，廃棄飲料，身近な廃棄物を新たなエネルギーソースに変えるための試み」
　　　 有明工業高等専門学校　柳原研究室 教授　　　 柳原　聖 氏

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

平成28年10月14日（金） 10：30～15：35
西日本総合展示場新館　エコテクノ2016内エネルギープレゼンステージ
福岡県、エネルギー先端技術展連絡会議

再生可能エネルギー普及促進セミナー

風力発電産業ビジネスセミナー

プログラム

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

平成28年10月14日（金） 10：3０～15：5０
西日本総合展示場新館　エコテクノ2016内環境プレゼンステージ
福岡県

プログラム

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

平成28年10月14日（金） 13：30～15：35
西日本総合展示場新館　エコテクノ2016内セミナー会場A
九州経済産業局、K－RIP（九州環境エネルギー産業推進機構）、一般財団法人九州地域産業活性化センター

　2Rの取組みを推進するためには「消費者のライフスタイルの変革」と「環境に配慮した製品を提供する事業者の積極的な取組み」が必
要です。これらの事例紹介を通じて、自らが取り組む際のヒントを提供します。

　燃料電池分野の専門家を講師としてお招きし、最新のエネファームの特徴や開発経緯、また、燃料電池を活用したスマートファクトリー化
への取り組みに関する情報提供を行うことにより、地域の企業の当該分野への参入及び普及を目的として開催します。

プログラム

13：00

13：10

14：50

15：40

16：30

主催者挨拶

講演①　「お客様へ製品を大切にお渡しするための包装技術　～惚れた仕事は愛し抜け～」
TOTO株式会社　ウォシュレット生産本部　ウォシュレット開発第二部　上席技師　岡崎 義和 氏

--------------------- 休憩（10分） ----------------------

講演②　「宝酒造の4Rの取り組みについて」
宝酒造株式会社　環境広報部環境課　課長　中尾 雅幸 氏

講演③　「ごみダイエットでスマートな暮らしを！」
京都大学大学院地球環境学堂　准教授　浅利 美鈴 氏

閉会

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

平成28年10月14日（金） 13：00～16：30
AIM3階　311会議室
公益財団法人 福岡県リサイクル総合研究事業化センター

J-クレジット制度説明会 in 北九州 
現在、大きな注目を浴びているJ-クレジットとは？
J-クレジット制度とは？
　省エネ設備の導入や再生可能エネルギーの活用によるCO2の排出削減量や、適切な森林管理によるCO2の吸収量を、クレジットとして国
が認証する制度です。
　認証されたクレジットは売買が可能であり、購入したクレジットは低炭素社会実行計画の目標達成やカーボン・オフセットなど、様々な用途
に活用できます。

プログラム

○J-クレジット制度とは？
　九州経済産業局　資源エネルギー環境部　環境・リサイクル課　西　正敏 氏
○J-クレジットの活用と創出の最新状況について
　みずほ情報総研株式会社（J-クレジット制度事務局）　田原 靖彦 氏
○J-クレジット制度活用に対する支援事業のご紹介
　環境テクノス株式会社　コンサルタント事業部　企画計画課　勝見 和彦 氏
○制度の活用事例 ～J-クレジットの創出 ＆ 宮崎どんぐりプロジェクト～
　株式会社宮崎竹田青果　専務取締役　恒益　祥 氏 ／ 株式会社ATGREEN　冨永 聖哉 氏
○個別相談会（希望者のみ）15：30～

●日時 ：
●会場 ：
●対象 ：

●主催 ：

平成28年10月12日（水） 10：30～12：40
西日本総合展示場新館　エコテクノ2016内セミナー会場A
環境・エネルギー産業へ影響力のある方2名を講師にお招きし、これからの環境・エネルギービジネスの展望をご講演いただきます。

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

平成28年10月13日（木）13：00～16：30
西日本総合展示場新館　エコテクノ2016内セミナー会場A
環境ビジネスアライアンスマッチングセミナー運営協議会
（公益財団法人国際環境技術移転センター、特定非営利活動法人資源リサイクルシステムセンター、九州環境エ
ネルギー産業推進機構（K-RIP）、関東経済産業局、中部経済産業局、近畿経済産業局、中国経済産業局、九州経
済産業局、 内閣府沖縄総合事務局経済産業部）

プログラム

開催挨拶
　九州環境エネルギー産業推進機構（K-RIP）

企業プレゼン　

　○東洋スクリーン工業（株）（奈良）
　○（株）マーベルコーポレーション（福井）
　○サイエンス（株）（埼玉）
　○（株）みつわポンプ製作所（三重）
　○豊田化学工業（株）（愛知）
　○（株）スマートエナジー沖縄（沖縄）
　○（株）リライフ（山口）
　○（株）ジオパワーシステム（山口）
　○周南水処理（株）（山口）

※個別商談会を同時進行で開催（終了17：00）

13：00～13：05

13：05～16：00

13：10～13：25
13：25～13：40
13：45～14：00
14：00～14：15
14：20～14：35
14：35～14：50
14：55～15：10
15：10～15：25
15：30～15：45

エネルギー先端技術展 基調講演セミナー

平成28年度 第2回コージェネレーション導入セミナー

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：
●共催 ：

平成28年10月12日（水） 13：00～16：20
西日本総合展示場新館　エコテクノ2016内セミナー会場C
福岡県
一般社団法人日本ガス協会、一般社団法人福岡県LPガス協会
一般財団法人コージェネレーション・エネルギー高度利用センター（コージェネ財団）

　福岡県では、県民生活や経済活動の基盤であるエネルギーの安定供給を図るための取組みの一環として、省エネ・省CO2な分散型電源として期待されるコージェネレーションの普及を
図るため、その特長や導入事例、最新技術などを幅広く一般に周知するとともに、国・県の支援制度の活用等による導入を呼びかけるセミナーを開催します。

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

平成28年10月12日（水） 13：0０～16：10
西日本総合展示場新館　エコテクノ2016内セミナー会場A
福岡県、エネルギー先端技術展連絡会議

プログラム

主催者挨拶

講演①「「エネルギー革新戦略」と今後の省エネ・新エネ政策について」
　　　資源エネルギー庁　省エネルギー・新エネルギー部政策課　

課長　吉川 徹志 氏

13：00～13：05

13：05～14：05

講演②「竹中工務店　東関東支店ZEB化改修の取組み」
　　　（株）竹中工務店　東京本店設計部設備部門　

設備グループ長　田中 宏治 氏
休憩　　

講演③「太陽光発電の現状とNEDOの取り組みについて 
～再エネの拡大・定着を目指して～」

　　　国立研究開発法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構 　
　　　新エネルギー部　太陽光発電グループ　主任　長谷川 真美 氏

講演④「春日公園周辺公共施設における
地産地消型面的エネルギー利用構想」

九州大学　低炭素資源国際教育研究センター　教授　原田 達朗 氏

14：05～14：45

14：45～15：00

15：00～15：40

15：40～16：10

講演②「コージェネレーションの特長と最新の導入事例について」（40分）
　　　一般社団法人日本ガス協会　エネルギーシステム部

エネルギーシステム企画グループ　副部長　清　幹広 氏
休憩
講演③「コージェネレーションを活用した

日立エネルギーソリューションのご紹介」（40分）
株式会社 日立製作所　エネルギーソリューションビジネスユニット
システムエンジニアリング事業部　ソリューション事業開発部

部長　江頭 盛充 氏
講演④「導入者による事例紹介」（40分）　　　　　（※講演者調整中）
講演⑤「福岡県におけるコージェネレーション導入促進に向けた取組み」（20分）
　　　福岡県企画・地域振興部総合政策課エネルギー政策室

企画主査　武藤 修史

13：50～14：30

14：30～14：40
14：40～15：20

15：20～16：00
16：00～16：20

プログラム

主催者挨拶
講演①「コージェネレーションの普及に向けた取組み」（45分）
　　　経済産業省　九州経済産業局　資源エネルギー環境課

課長　小野 基海 氏

13：00～13：05
13：05～13：50

開会挨拶
「浜松版スマートシティ」の実現に向けた取組み 浜松市エネルギー政策担当参与　北村 武之 氏
新曽木水力発電所　学習型観光の普及啓発活動 伊佐市企画政策課係長　万膳 正見 氏
「六本木ヒルズ」におけるエネルギーシステム（環境性とBCP機能に優れたエネルギーシステムの事例）

六本木エネルギーサービス（株）技術部部長代理　三上 泰幸 氏
休憩

スマート水素ステーション（SHS）への太陽光・風力発電設備導入事業 北九州市　環境局　水素社会創造課

瑞梅寺ダムにおける小水力発電設備導入事業 糸島市　市民部　生活環境課
藤波ダムにおける小水力発電設備導入事業 うきは市　住環境建設課
「水源の森」一本松公園における小水力発電導入可能性調査事業 宇美町　都市計画課

古賀水再生センターにおける消化ガス発電設備導入可能性調査事業 古賀市　建設産業部　下水道課
筑後市生ごみ・し尿・浄化槽汚泥によるバイオガス発電の可能性調査事業 筑後市 かんきょう課

飯塚市内における温熱利用施設への再生可能エネルギー導入の可能性調査事業 飯塚市 市民環境部 環境整備課

【セミナー】
10：30～10：35
10：35～11：20
11：20～12：05
12：05～12：50

12：50～13：30

【成果報告会】
（1）太陽光・風力発電
13：30～13：50

（2）小水力発電
13：50～14：10
14：10～14：30
14：30～14：50

（3）バイオマス発電
14：50～15：10
15：10～15：30

（4）太陽熱
15：30～15：50

開会　　　

開会挨拶（5分）
九州経済産業局　資源エネルギー環境部　資源エネルギー環境課長（仮）

講演①（60分）「改正FIT法に関する説明及び再エネ導入拡大に向けた施策の方向性について（仮）」
資源エネルギー庁　省エネルギー・新エネルギー部　新エネルギー課

講演②（60分 各30分）
　　　　　　 再エネ関連（事例紹介1、2）
　　　　　　 １.再生可能エネルギー発電設備の認証に向けた日本海事協会の取組み

一般財団法人 日本海事協会（ClassNK）　再生可能エネルギー部　次長　赤星 貞夫 氏
　　　　　　　　
　　　　　　 2.一次産業からエネルギー利用までの地域密着型地産地消モデル　

株式会社グリーン発電大分　代表取締役　森山 和浩 氏

閉会

13：30
　13：30～13：35

　13：35～14：35

　14：35～15：35

　15：35

URL：http://www.e-jemai.jp/seminar/series.html　Email：kenshu@jemai.or.jp　TEL：03-5209-7703（直通）
一般社団法人産業環境管理協会　人材育成・出版センター【お問い合わせ先】

平成28年度 公害防止管理者等研修シリーズ
環境担当者向け廃棄物研修コース 「実務者編」
　毎年のように改正される廃棄物処理法、年々排出事業者の責務は重くなっています。近年も、政省令改正や通知による運用改訂と廃棄物
処理法は動き続けています。
　また最近では、廃棄物の不適正処理がマスコミに取り上げられ大きなニュースとなり、排出事業者の責任を問う声がまた高まっています。
　実務者編では、“廃棄物処理法の改正や運用動向”の他、“通知や事例等によって運用されていて法文に明記されていないルール”や“実際
の違反・トラブル事例の解説”を通して、排出事業者の適切な廃棄物処理を支援いたします。

プログラム

〔第1講義〕 廃棄物処理法の最新運用
　　　　　政省令改正など最新法規の解説や通知や判例による運用や有価物・廃棄物の考え方（総合判断説）

〔第2講義〕 排出事業者が留意すべきポイントとは
　　　　　廃棄物の適正処理において、押さえておきたいポイントについて解説
　　　　　◯委託処理状況の確認（現地確認）のポイント
　　　　　～現地確認で必要となる知識とは～

〔第3講義〕 事例とケーススタディで考える廃棄物リスク
　　　　　実事例や排出事業者が悩む事項をケーススタディに廃棄物処理のリスクについて考える（演習）
質疑応答

講師　 BUN環境課題研修事務所（元山形県庁職員）　長岡 文明 氏
（環境省「PCB廃棄物の適正保管・早期処理の検討委員会」、「不用品回収に係る廃棄物該当性の判断基準検討会」委員などの
委員会活動の他、「産廃アカデミー（環境省）」の講師など年間100回近い講演をこなす廃棄物処理法の伝道士）

　　　 他、排出事業者の廃棄物担当経験者等

10：00～12：00

13：00～14：30

14：45～16：20

16：20～16：45

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：
●後援 ：

平成28年10月13日（木） 10：00～16：45
AIM3階　セミナー会場
一般社団法人産業環境管理協会
環境省

●受講対象 ：

●受講料（税込） ：

排出事業者の方々、廃棄物管理担当者、
公害防止管理者（中・上級者）
一般 15,100円、当協会会員 10,800円

中小企業テクノフェアin九州主催者（担当：武藤）　TEL：093-511-6800
（公財）西日本産業貿易コンベンション協会【お問い合わせ先】

＜講師＞
古賀マネージメント総研株式会社　代表取締役　古賀 光雄 氏

＜プロフィール＞                                                                                                                                    
公認会計士（昭和59年登録）

略歴：
昭和44年福岡大学卒業、アーンスト・アンド・ウィニー会計事務所を経て、昭和52年現監査法人トーマツ
に入所し、平成7年代表社員就任と同時にトーマツコンサルティング㈱の代表取締役に就任。平成9年
トーマツ・ベンチャーサポート㈱設立、代表取締役に就任。平成24年2月古賀マネージメント総研㈱設立、
代表取締役に就任。
平成27年10月に20年超にわたる九州のベンチャー企業育成の活動実績が評価され、ニッポン新事業
創出大賞「支援部門」最優秀賞である「経済産業大臣賞」を受賞。
九州経済活性化のために、九州のベンチャー企業を、株式公開できる企業に育てるためのコンサルティン
グを、生涯の仕事としている。

●日時 ：
●会場 ：

平成28年10月13日（木） 14：00～15：30
西日本総合展示場新館　セミナー会場Ｂ

開会挨拶　（一財）省エネルギーセンター

省エネ取組み事例の紹介　（20分×3事例）

◯投資不要の運用改善による省エネ事例
◯投資回収年数の短い設備改善による省エネ事例
◯補助金を活用した省エネ事例
◯チューニング診断で省エネ効果をあげた事例
◯省エネ相談地域プラットフォームの支援による省エネ事例
等、各種事例の中から3事例程を取り上げ、省エネによって経営改善や生産性の向上につながる省エネ事例をご紹介いたします。

無料省エネ診断サービスの概要等について　（一財）省エネルギーセンター

最近の省エネルギー施策の動向（仮）　九州経済産業局

TEL：03-5439-9716
（一財）省エネルギーセンター 省エネ診断・技術事例発表会事務局【お問い合わせ先】

中小企業テクノフェアin九州2016

平成28年度「省エネ診断・技術事例発表会」
　中小企業等における省エネルギー対策の推進を図るため、省エネ診断をきっかけとして省エネ効果をあげた事例の紹介や具体的な省エ
ネ対策実施方法、支援サービス等について、情報提供いたします。

　平成24年に再生可能エネルギーの固定価格買取制度が開始されましたが、再生可能エネルギーの最大限の導入と国民負担の抑制の
両立を図る必要があるため、平成29年4月より制度が変わりますので、新しい制度について説明します。
　また、最新の再生可能エネルギーの普及に向けた風力、海洋エネルギー発電設備の認証等への取り組みや、バイオマス発電の地域密着
型の地産地消モデル構築の取り組みについて情報提供を行います。

プログラム

11：00

11：05～

12：05

12：25

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

燃料電池・水素エネルギー専門技術セミナー

プログラム

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：
●後援 ：

平成28年10月14日（金） 10：45～12：10
西日本総合展示場新館　エコテクノ2016内セミナー会場A
九州経済産業局
西部ガス

開会　　　

開会挨拶（5分）
九州経済産業局　資源エネルギー環境部　資源エネルギー環境課長（仮）

講演①（40分）「新型SOFC家庭用燃料電池システムコージェネレーションシステム」
　　　　　　 アイシン精機（株）エネルギーシステム営業部　家庭用コージェネグループ　

営業チーム　チームリーダー　加藤 俊秋 氏

講演②（40分）「富士電機の燃料電池を活用したスマートファクトリー化の取り組み」
　　　　　　 富士電機（株）産業インフラ事業本部 組立・施設事業部

組立技術部 技術第一課　竜田 尚登 氏

閉会

10：45

10：45～10：50

10：50～11：30

11：30～12：10

12：10

平成28年10月14日（金） 11：00～13：00
セミナー会場Ｂ
（一財）省エネルギーセンター

TEL：093-511-6800
（公財）西日本産業貿易コンベンション協会【お問い合わせ先】

プログラム

　アジアにおいて自動車産業のハブとして経済発展を続けるタイ。
　民政移管以降、その豊富で安価な労働力を背景に多くの外国投資を呼び込んでいるミャンマー。
　両国から行政関係者を招き、経済発展に伴い整備が急がれている環境に関する法律や規制の状況やそれ
に伴い、現地でニーズの高まっている環境技術をご紹介することで、九州地域の環境関連企業のビジネス
チャンスを広げます。

　省エネやスマートコミュニティへの取組は、エネルギーの有効活用により、生産性向上に寄与する技術進歩・革新、企業の競争力強化のた
めの方法として前向きに捉えるべきものです。
　ここ数年、我が国の経済情勢は厳しいものがありますが、このような時こそ、将来の収益改善に向けて必要な投資を先んじて行うことが重
要です。
　本セミナーでは、省エネ及びスマートコミュニティの現状、事例紹介などの情報提供を行います。

●日時 ：
●会場 ：
●言語 ：

平成28年10月13日（木） 10：3０～12：00
西日本総合展示場新館　エコテクノ2016内セミナー会場B
逐次通訳

　① タイ王国　　工業省工場局
　② タイ王国　　内務省地方行政局
　③ ミャンマー　 環境保護森林省環境保護局
　④ 名刺交換会　希望者のみ

平成28年10月14日（金） 13：3０～15：3０
西日本総合展示場新館　エコテクノ2016内セミナー会場B
CSR活動や省エネ設備の導入をご検討中の事業者、省エネ設備のサプライヤー、地方自治体、大学、金融機関、
環境に関心がある市民・学生等、どなたでもご参加頂けます!!
経済産業省九州経済産業局　　　●後援 ： 環境省九州地方環境事務所（予定）、福岡県（予定）

「地域で取組む再エネ・省エネ促進セミナー」

2R（リデュース・リユース）の推進に向けて

プログラム

開会
　　　
開会挨拶（5分）九州経済産業局　資源エネルギー環境部　エネルギー対策課長　石丸　晃

講演①（40分）「スマートコミュニティの現状について」
　　　　　　  資源エネルギー庁　省エネルギー・新エネルギー部　新エネルギーシステム課　門脇 僚平

休憩（15分）

講演②（40分）「事業者の省エネ取組事例の紹介について」　～省エネ活動からみえた下町ロケット～
　　　　　　  特定非営利活動法人 エコ診断ネットワークジャパン　理事長　藤原 洋記 氏

講演3（60分）「電気エネルギーと見える化と省エネルギー」
　　　　　　 イノベーション推進機構　産学連携・URA領域長　三谷 康範 氏

閉会

13：30

13：30～13：35

13：35～14：15

14：15～14：30

14：30～15：10

15：10～16：10

16：10

開催記念基調講演会
エコテクノ2016 ～地球環境ソリューション展 / エネルギー先端技術展～ 中小企業テクノフェアin九州2016

10月12日［水］ http://www.eco-t.net/最新情報はこちらまで▶▶▶最新情報はこちらまで▶▶▶
セミナーはWebから申込。受講券が返信されますので、当日印刷してお持ちください。 10月13日［木］ http://www.eco-t.net/最新情報はこちらまで▶▶▶最新情報はこちらまで▶▶▶

セミナーはWebから申込。受講券が返信されますので、当日印刷してお持ちください。 10月14日［金］ http://www.eco-t.net/最新情報はこちらまで▶▶▶最新情報はこちらまで▶▶▶
セミナーはWebから申込。受講券が返信されますので、当日印刷してお持ちください。

TEL：092-482-5500九州経済産業局　資源エネルギー環境部　鉱害課【お問い合わせ先】

TEL：092-482-5550九州経済産業局　産業部　農林水産業成長産業化支援室【お問い合わせ先】

鮮度保持・長期輸送技術セミナー
プログラム

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

平成28年10月12日（水） 13：30～16：30
西日本総合展示場新館　エコテクノ2016内セミナー会場B
九州農業成長産業化連携協議会
（事務局：経済産業省九州経済産業局、（一財）九州地域産業活性化センター）

　近年の外国人観光客の増加に加え、2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催は、
我が国の安心・安全で美味しい農林水産物・食料品を世界に向けて発信する絶好の機会にな
ることが期待されています。
　また、政府も「農林水産物・食品の輸出額を2020年までに1兆円規模に拡大」することを
目標に掲げるなど、官民を挙げて海外展開への機運が醸成されつつあります。
　一方で、我が国の農水産物・食品が本格的に海外展開するには、その前提となるグローバル
GAPやHACCPといった国際的な認証の取得に加え、品質・価格の双方でアジアなど現地中
間層にアピールできる商品力を維持できるかが成否を握ると言っても過言ではありません。
　本セミナーでは、その重要なカギである鮮度保持・長期輸送技術の最新動向について、多
数の事例を交えながらご紹介します。

第16回九州低炭素システム研究会
14：50～15：30（40分）

15：30～15：40（10分）
15：40～16：20（40分）

16：20～16：40（20分）

16：40～17：00（20分）

17：00～17：20（20分）
17：30～19：00

1）開会、主催者代表挨拶
2）講演　講演1（40分）『イチゴを冷蔵コンテナによる船便輸送と新規開発包装資材を活用して低コストで輸送する（仮）』
　　　　　　　（講師）国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）
　　　　　　　　　　九州沖縄農業研究センター　イチゴ育種グループ長　曽根 一純 氏
　　　　講演2（30分）『LNG冷熱利用型植物工場産野菜の輸出拡大に向けた日本ガスの取り組み』
　　　　　　　（講師）日本ガス株式会社 殿（講師選定中）
　　　　≪休憩5分≫
3）事例紹介（各20分程度）
　　　　　　　①鮮度保持機能付き20ftリーファーコンテナ「fresh bank」の紹介
　　　　　　　（講師）日通商事株式会社　営業企画部　課長　石井　誠 氏
　　　　　　　②青果鮮度保持システム「タンカフレッシュUV」の紹介（仮）
　　　　　　　（講師）株式会社炭化　代表取締役　入江 康雄 氏
　　　　　　　③鮮度保持フィルムによる食品ロスの削減
　　　　　　　（講師）三井化学東セロ株式会社
　　　　　　　　　　新事業開発室新製品販売推進グループリーダー　井澤 正昭 氏
　　　　　　　④新型イチゴ容器「ゆりかーご」の紹介（仮）
　　　　　　　（講師）大石産業株式会社　経営企画室　部長　大石 高也 氏
4）質疑応答（15分）

●日時 ：
●会場 ：
●主催 ：

平成28年10月12日（水） 14：00～17：20
西日本総合展示場新館　AIM3階　セミナー会場
経済産業省 九州経済産業局、国立大学法人 九州大学、
一般社団法人 日本エネルギー学会西部支部

プログラム

14：00～14：05（5分）

14：05～14：10（5分）

14：10～14：50（40分）

［共同主催者代表挨拶］
経済産業省九州経済産業局　資源エネルギー環境部長　阿由葉 信一
［座長挨拶・座長］
九州大学　炭素資源国際教育研究センター　教授　原田 達朗
［講演①］
「我が国の石炭政策について（仮題）」
経済産業省資源エネルギー庁　資源・燃料部　石炭課長　江澤 正名 氏

［講演②］
「自然エネルギーとCCUS技術の競合と低炭素社会への道程（仮題）」
福岡女子大学　国際文理学部環境科学科　教授　藤岡 祐一 氏
［休憩］
［講演③］
「CO2-EOR事業の現状について（仮題）」
独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱物資源機構　技術部　EOR課長　高橋　悟 氏
［事例紹介①］
「グリーンオイル一貫生産プロセス技術の概要について（仮題）」
電源開発株式会社　若松研究所長　小俣 浩次 氏
［事例紹介②］
「北九州市におけるカーボンニュートラルな燃料を活用したCO2削減への取り組みについて（仮題）」
北九州市　上下水道局
［総括・顧問］　九州大学　名誉教授　持田　勲
意見交換会（別会場にて開催）

～平成27年度 福岡県エネルギー利用モデル構築促進事業 成果報告会～

～2Rを推進する原動力はこれだ！～

TEL：093-695-3068
公益財団法人 福岡県リサイクル総合研究事業化センター【お問い合わせ先】

プログラム

　北九州市は、若松区響灘地区を中心に、洋上風力発電を推進しています。
　自動車産業並みに広い裾野を持つといわれている風力発電産業の可能性についてご紹介します。

13：30～13：35

13：35～14：25

14：25～14：50

14：50～15：00

開会挨拶

「風力発電産業の関連ビジネスについて（仮）」
一般社団法人　日本風力発電協会　国際・広報部長　上田 悦紀 氏

「風力発電産業に関する調査業務の報告」

質疑応答

●日時 ：
●会場 ：

平成28年10月14日（金） 13：30～15：00
西日本総合展示場新館　エコテクノ2016内セミナー会場C

出雲　充 氏

― 働きがいのある会社にするためのテクニック

セミナー・商談申込、各企業詳細は下記URLをご確認ください。
商談は原則、予約制となっておりますが、当日空きがある場合は、商談をお受けする場合もございます。
http://www.k-rip.gr.jp/news/?p＝7011

商談希望:用途開発、共同開発パートナー

商談希望:製造パートナー、代理店

商談希望:代理店（販売、技術対応、メンテナンス）

商談希望:代理店（販売・設置、メンテナンス）

商談希望:代理店（有機溶剤回収・販売）

商談希望:（沖縄での）共同開発、販売代行

商談希望:共同研究（脱塩・脱臭等）、代理店

商談希望:代理店（販売・施工、メンテナンス）

商談希望:代理店（販売、メンテナンス）

月月
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1212
日日﹇
水
﹈

﹇
水
﹈

月月
1010

1313
日日﹇
木
﹈

﹇
木
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北九州エコプレミアム選定企業
選定書贈呈式及び
北九州エコプレミアム発表会
平成28年度
北九州市「環境にやさしい事業所」
感謝状授与式

12：00

10：30
〜

太陽光発電設備の出力制御と
遠隔操作及び警報監視

●主催：一般財団法人 九州電気保安協会
●内容：出力制御に伴う、PCS遠隔操作（旧ルール）と警報監視による発電

所管理のサポートをさせていただきます。
●講師：一般財団法人九州電気保安協会

13：50

13：20
〜

目詰まりしない固液分離装置
「スリットセーバー」のご紹介

●主催：株式会社 研電社
●内容：排水の一次処理等に活躍する、固液分離装置「スリットセーバー」。そ

の用途や事例をご紹介致します。
●講師：乙部有

14：30

14：00
〜

民設民営（PFI）方式地方自治体向け
「食品廃棄物地域循環圏形成サービス」

●主催：楽しい㈱
●内容：当社のノウハウを活用し、自治体ごとに適したご提案で、ごみ廃棄量、

CO2、処理コストの削減を目指す。
●講師：楽しい㈱　代表取締役　松尾 康志

15：10

14：40
〜

（仮）『誰でも、どこでもできる』　
水質簡易分析製品のご紹介

●主催：㈱共立理化学研究所
●内容：検水をチューブに吸い込むだけで簡単に水質測定できるパックテス

トや、公定分析の流れ分析装置のご紹介
●講師：㈱共立理化学研究所　三田 信朗

15：50

15：20
〜

土壌・地下水浄化用鉄粉『エコメル』

●主催：神戸製鋼グループ
①（株）神戸製鋼所　　②神鋼商事（株）
③（株）神鋼エンジニアリング＆メンテナンス

●内容：『エコメル』は、重金属を吸着する鉄粉で、ヒ素等自然由来の重金属
対策並びに環境保全に貢献します。

●講師：（株）神戸製鋼所　鉄粉本部　鉄粉企画室　古賀 智之

16：30

16：00
〜

バイオマス資源からクリーンエネルギー・
化学品製造プロセスの開発

●主催：北九州市立大学エネルギー循環化学科　今井研究室
●内容：バイオマスからバイオ燃料やポリマー原料の高効率製造のための個

体触媒・化学プロセス開発を紹介します。
●講師：北九州市立大学エネルギー循環化学科　今井 裕之　准教授

10：50

10：20
〜

土足空間用温水床暖房ECO-HRα

●主催：リボンガス（株）　温水床暖房FHS
●内容：公共施設、オフィスなどに足元から快適な室内環境を実現し、省エ

ネ、電力のピークカットにも貢献します。
●講師：リボンガス株式会社　代表取締役　内海 久俊

11：00

10：30
〜

太陽光発電設備の出力制御と
遠隔操作及び警報監視

●主催：一般財団法人 九州電気保安協会
●内容：出力制御に伴う、PCS遠隔操作（旧ルール）と警報監視による発電

所管理のサポートをさせていただきます。
●講師：一般財団法人九州電気保安協会

11：30

11：00
〜

みやま市が取り組むエネルギーの地産地消と
スマートコミュニティについて

●主催：福岡県　みやま市
●内容：4月より一般家庭への電力供給をはじめ、地域新電力会社を通じた

スマートコミュニティの取組を紹介します。
●講師：みやま市　エネルギー政策課　課長　藤吉 裕治

11：50

11：20
〜

可搬式フローティング排水ポンプ

●主催：荏原商事（株）
●内容：今までの水中ポンプと比べ、一人で持ち運び可能、災害現場での

セッティングも簡単。いつ起こるかわからない水害時に活躍。
●講師：事業統括部　業務企画課　課長　倉橋 幸寿

13：30

13：00
〜

民間企業を対象としたJICA海外展開支援施策/
事例発表：ベトナムにおける高性能排水処理
システムの普及へ向けて

●主催：（独）国際協力機構（JICA）
●内容：JICA　中小企業海外展開支援事業を受諾した（株）ジェー・フィルズ

より、ベトナムでの取り組みを紹介する。
●講師：JICA九州　市民参加協力課　調査役　山下 英志

（株）ジェー・フィルズ　代表取締役　谷　一身

13：30

13：00
〜

食品廃棄物の超臨界水ガス化
による再生可能熱の創生

●主催：中国電力㈱エネルギア総合研究所
●内容：NEDO事業である食品廃棄物「焼酎残渣」の燃料ガス化技術「超臨

界水ガス化」の開発動向を紹介する。
●講師：和田 泰孝

14：10

13：40
〜

ODAを活用したJICA海外展開支援施策
～企業の海外進出をサポートします～

●主催：（独）国際協力機構（JICA）
●内容：JICAが実施する民間連携事業を、事例と共に紹介する。
●講師：JICA　九州　市民参加協力課　調査役　山下 英志

14：20

13：50
〜

生き残れる中小企業とは

●主催：九州志士の会 （（一社）九州地域中小企業等支援専門家連絡協議会）
●内容：この厳しい経営環境下で生き残れる中小企業の条件とそれをサ

ポートする専門家集団の活用法について、種々の専門家がお話しし
ます。

●講師：中小企業診断士　槇本 健次
他弁護士、弁理士、技術士等専門家数人

14：40

14：20
〜

次世代エネルギーを活用した
まちづくり

●主催：薩摩川内市
●内容：薩摩川内市エネルギービジョン・行動計画に基づいた取組・事例の

紹介
●講師：新エネルギー対策監　久保 信治

15：10

14：40
〜

燃焼効率を上げて燃費を改善！
eco-SPRAYのご紹介

●主催：（株）勇境
●内容：車のエンジンの燃焼効率をアップして、燃費を向上させる日本生ま

れのエコグッズをご紹介します。
●講師：上出 浩二

15：30

15：00
〜

電力自由化・ZEH対応太陽光＆
蓄電池販売対策

●主催：国際航業（株）
●内容：電力自由化とZEH補助金を追い風に太陽光と蓄電池を効率的に営

業するためのツール「エネがえる」を紹介
●講師：電力サービス開発グループ長　佐藤 丞吾

16：00

15：30
〜

上田 悦紀 氏
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アジア環境ビジネスセミナー
「九州の中小環境産業の国際競争力の強化および環境技術輸出促進のためのビジネスマッチングセミナー」

タイ・ミャンマー環境ビジネスセミナー


